
羽越水害５０年記念事業（荒川水系）  

絵画コンクール募集要領 

 

平成２９年８月２８日は、昭和４２年の羽越水害から５０年にあたります。 

羽越水害５０年記念事業（荒川水系）実行委員会（以下「実行委員会」という。）

では、水害の教訓を後世に伝え、安全・安心な地域をつくるため「羽越水害５０年記

念事業」を展開しております。 

この事業の一環として、荒川流域の小学生から羽越水害と川への関心を深めてもら

うために、絵画コンクールを行います。 

 この絵画コンクールでは、荒川水系注における「川とのふれあい」をテーマに、荒

川水系注の自然や、そこに遊ぶ人たちなどを表現した絵画を募集します。 

（注）荒川水系：一級河川荒川と荒川に流れ込む横川、玉川、女川、大石川などの支

流も含めた呼び方です。 

 

◆テ ー マ  

「川とのふれあい」 

  ・川の自然風景、川で遊ぶ人たち、川でのイベント  など 

 

◆応 募 資 格   

荒川流域市町村の小学校１年生～３年生 

（旧村上市、旧荒川町、旧神林村、関川村、胎内市、小国町） 

 

◆し め き り   

平成２９年５月３１日まで 

  

◆応募のきまり   

・四つ切り（３８ｃｍ×５４ｃｍ）サイズの画用紙に縦横自由に絵を描いて 

ください。 

・描画材料の指定はありません。 

・応募作品はご本人のもので、未発表のもの１人１点の応募とします。 

 ・応募用紙（別紙）に必要事項を記入し、作品の裏側にはがれないように貼 

り付けてください。 

  ・応募は小学校単位で各市町村教育委員会に提出してください。 

 

 

 

 



◆各賞と賞 品   

・特選：１０作品（賞状、賞品「図書券」） 

  ・入選：３０作品（賞状、賞品「図書券」） 

   ※上記のほか、応募者には参加賞として粗品を進呈します。 

 

◆選 考 方 法   

選考は、主催者及び主催者で委託した選考委員で実施します。 

          

◆入選者発 表   

・平成２９年７月頃に所属する学校を通じてご連絡をさせていただきます。 

  ・特選、入選の入選者については、市町村広報及びホームページ等で氏名、学校 

名、学年を公表します。 

 

◆表 彰 式   

平成２９年８月２６日（土） 村上市民ふれあいセンター 

※特選、入選の入選者については表彰式を行いますので、該当者には所属する学

校を通じてご案内させていただきます。 

 

◆作品の取り扱い   

・応募作品の著作権は応募者に帰属します。 

  ・実行委員会は応募作品を、羽越水害５０年記念事業、本コンクールの広報 

活動及び荒川水系のＰＲに関する利用（展示、パンフレット、ホームペー 

ジ、ポスター、新聞、雑誌、テレビ等）について、無償かつ優先的に使用 

する権利を保有します。 

  ・使用にあたっては応募者の氏名、学校名、学年を明示することがあります。 

・実行委員会で応募作品を使用する際、作品の電子データ化及び電子データの加 

工（サイズ変更、色調変更等）をすることがあります。 

・応募作品の取り扱いには細心の注意を払いますが、天候など不可抗力によ 

る損傷については責任を負いません。 

  ・応募作品は羽越水害５０年記念事業の終了後、所属する学校を通じて返却いた 

します。 

 

◆個人情報の取り扱いについて 

  お寄せ頂いた個人情報は、実行委員会が適正に管理し、本コンクールの運 

営に必要な場合や作品の使用に関するお知らせのみに利用します。 

 

 



◆問い合わせ先 

 羽越水害５０年記念事業（荒川水系）実行委員会 絵画コンクール担当 

 〒957-8511 新潟県新発田市豊町３丁目３番２号 

 新潟県新発田地域振興局 地域整備部 計画調整課 

 TEL (0254)26-9653   FAX (0254)26-6449 

  E-Mail:ngt111360@pref.niigata.lg.jp 

  URL: http://www.hrr.mlit.go.jp/uetsu/contents/50th/pictures.html 
 

◆主催 

羽越水害５０年記念事業（荒川水系）実行委員会 

（構成員） 

村上市 

胎内市 

関川村 

小国町 

新潟県村上地域振興局地域整備部、農林振興部 

新潟県新発田地域振興局地域整備部 

山形県置賜総合支庁建設部 

新発田地域広域事務組合消防本部 

荒川沿岸土地改良区 

東北電力㈱ 新潟支店 

荒川水力電気㈱ 

赤芝水力発電㈱ 

㈱新潟日報社 

国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所 

国土交通省北陸地方整備局飯豊山系砂防事務所、羽越河川国道事務所 

 


